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(数字) lJ l (f l 5車且(耕)
※l、2、3t1l0)担任れ、 2 、 3~3 関学年坊ち上向。 4 t1lの担任は 2 引も。
ìt~ 、 5 1ftは 3 年のみ。
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第25巻、 1985、213-225頁。メIj谷間IJ彦 f学校・職業・選抜の社会学j東京大学出版会、 19910
また進路指導の経営過程とその組織化及びそこでの生徒と進路のマッチング・プロセスに関す
る研究としては以下のものがある。

















クラスの規模を持つが、 B校は 9クラス規模の依然、として比較的大きな規模を持つ。 AB両校は
距離的にも近いために、教師同士、生徒同士、さらには父母の関係なども交流が多いと言える環
境にある。
8 狩俣(1992)によれば、情報に対する認識枠組みは、組織における「コンテキストの階層構造j
の差異を成員が主体的に関係づけることでなされる。狩俣はこの過程を意味形成過程としてとら
え、組織分析における重要な視点と指摘している。狩俣、上掲論文、 64頁。
9 最初に作成される年間の大まかな自標と計画は、「学校運営計画Jなととの冊子に加えられるこ
とを呂的としている。また、このような冊子は4月の最初のPTA総会を目処に作られる。
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中学校の進路指導の経営過程における組織化と情報経路に関する研究
10 K町のある市郡レベルの教育研究会の各研究部会
国語 道徳
社会 視聴覚
算数-数学 生徒指導
理科 統計
音楽 教育課程
美術 学年学級経営
保健・体育 進路指導
技術・家庭 生活科
1ノ~壬ロ五ロ 学校事務
特別活動 特殊教育
学校図書館
1 i調査書、学習成績一覧表等の作成及び提出Jにおいては調査書の記載事項に関する注意など
が記されている。また、「学習成績一覧表及び同総括表の審査jでは「茨城県高等学校進学学力
検査規財(昭和32年教育委員会規則第12号)第 5条に規定する学力検査学校委員会jを設け、
「審査Jすることが示されている。この学校委員会は、例えばA校では後述する校内進路対策委
員会(校内の進対)がその役割を負っている、と解することができる。また、「各教科評価liの配
分比率jが定められており、相対評価の最終的な点検をこの学校委員会が行うこととされている。
(平成 6年度「茨城県立高等学校第 l学年生徒募集及び入学者選抜実施細則jより)
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